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Ａ．研究目的 

 厚生労働省においては，平成 9年にホルムアル

デヒドの室内濃度指針値を設定したのをはじめ，

平成 14年 1月までのべ 9回の「シックハウス(室

内 空気汚染)問題に関する検討会」 を開催し，13

の物質について指針値を設定している（表１）。 

 その後， 

1 平成14年1月に指針値が検討されて以降，

約 15年経過したこと， 

2 指針値を定めた化学物質以外の代替物質に

よる問題等が新たに指摘されていること， 

3 シックハウス問題を検討する際に，新たな

概念として，VOC の他，SVOC の概念がでて

きたこと， 

4 細菌由来の VOC 類等が検出され，これら

も要因となっているなど新たな視点での指

摘もあること， 

5 WHO の空気質基準の改廃の動向と整合を図

る必要があること，  

以上から，各種の最新の知見に基づき，室内濃度

指針値の設定等，今後の対策の検討を行うために

平成 24年秋から検討会が再開され，指針値の改訂

及び新しい対象物質の検討が進められてきている。

見直し案として表 2の対象物質に関して検討が進

められてきているところである。 

 我々は住宅様式の変遷もある中で，室内空気質

の実態がどのような状況であるのかについて，平

成 23〜25年度厚生労働科学研究費「シックハウス

症候群の発生予防・症状軽減のための室内環境の

実態調査と改善対策に関する研究」により，拡散

サンプラーを用いて全国 602戸の一般住宅につい

て実態調査を行った。本研究では，これらの成果

を再検討し，室内環境中の化学物質濃度の実態に

ついて厚生労働省による室内濃度指針値等と比較

検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

Ｂ.１．調査期間および調査対象施設 

 平成 23〜25年度厚生労働科学研究費「シックハ

ウス症候群の発生予防・症状軽減のための室内環

研究要旨 

目的：厚生労働省においては，平成 9 年にホルムアルデヒドの室内濃度指針値を設定したのをはじ

め，平成 14年 1月まで「シックハウス(室内 空気汚染)問題に関する検討会」 を開催し，13の物質

について指針値を設定している。平成 24 年より検討会を再開し新たな知見に基づいて，指針値の改

訂及び新しい対象物質の検討が進められてきている。 

 我々は各種の拡散サンプラーを開発し，過去に全国の一般住宅の実態調査を実施した。そこで、本

研究では，上記実態調査における濃度分布について改めて評価した。 

方法：空気環境中化学物質濃度の夏季および冬季における実態を４種の拡散サンプラーを用いて調査

した結果について濃度分布を評価した。 

結果：室内化学物質濃度として高値を示したのは，これまでに報告されているように，ホルムアルデ

ヒド，アセトアルデヒド，アセトン，トルエン，リモネンなどであった。さらにこれまでほとんど評

価されてこなかった，酢酸，蟻酸などの酸性ガスの濃度が高いことが確認された。濃度分布から、生

活様式に左右されると考えられる，パラジクロロベンゼン，α-ピネンなどにおいて一部の家屋で極

端に高値を示す例が確認された。 

まとめ：指針値の設置等により室内空気質は改善傾向にあるが新たな化学物質の課題や，従来あまり

検討されてこなかった化学物質において，使用化学物質の変化，生活様式の変化等により，一定の比

率で高濃度曝露があり，今後の継続したモニタリング評価が必要である。 



 

境の実態調査と改善対策に関する研究」により，

拡散サンプラーを用いて同一家屋の夏季および冬

季に全国 602戸の一般住宅について実態調査を行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ.２．調査方法 

 測 定 箇 所 に 4 種 類 の 拡 散 サ ン プ ラ ー

(DSD-BPE/DNPH1,2), DSD-TEA, DSD-NH3 3), VOC-SD)

を設置して 24 時間の測定を行い，計 55物質の空

気環境中化学物質濃度の測定を行った。分析は文

献 1-4)に従って行った。 

 上記の結果について，代表的な物質について夏

季および冬季の濃度分布を正規確率紙にプロット

し検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表３ . 全国 602 家屋の夏季及び冬季における屋内外のガス状化学物質濃度. (μg/m3) 

 



 

Ｃ．研究結果と考察 

Ｃ．１．全国調査結果 

 平成 23〜25年度厚生労働科学研究費「シックハ

ウス症候群の発生予防・症状軽減のための室内環

境の実態調査と改善対策に関する研究」により，

我々が，拡散サンプラーを用いた空気質のモニタ

リングを全国で実施し，全国 602戸の住宅におけ

る屋内外の各種化学物質濃度を算術平均値，中央

値，最大値を算出評価した結果を再掲した (表 

３)。なお、測定は夏季と冬季に同一住宅で行い、

測定時間はすべて 24時間である。 

 オゾンをのぞくほとんどの化学物質で室内の濃

度が、屋外の濃度より高く、室内に発生源がある

ことが確認された。室内化学物質濃度として高値

を示したのは，これまでに報告されているように，

ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，アセトン，

トルエン，リモネンなどであった。さらにこれま

でほとんど評価されてこなかった，酢酸，蟻酸な

どの酸性ガスの濃度が高いことが確認された。濃

度分布から、生活様式に左右されると考えられる，

パラジクロロベンゼン，α-ピネンなどにおいて一

部の家屋で極端に高値を示す例が確認された。代

表的な化学物質について，夏季及び冬季の室内空

気質濃度の累積度数分布のプロットを図１に示す。 

 多くの物質で１〜５％程度において高い濃度を

示す分布が観察され，発生源として建材や什器の

存在だけでなく，生活様式による相違も示唆され

た。 

 新指針値案では，エチルベンゼンに関しては，

現行の指針値は，2000 年 12 月の評価で，マウス

及びラットの 13 週間の吸入暴露試験における肝

臓及び腎臓への影響を根拠に 3,800 μg/m3(0.88 

ppm)が選定されているが，米国 ATSDR(2010)の評

価では，ラットの慢性 (2 年間 )吸入試験の

LOAEL(前立腺炎の増加，腎障害の増加など):75 

ppm(326 mg/m3に相当)を根拠に，ヒト等価濃度に

換算した 17.45 ppm に UF:300 を適用して 0.06 

ppm(約 250 μg/m3)が提案され，これらを参考に

検討がされてきている。 

 またキシレンの現行の指針値は，2000年 6月の

評価で，妊娠ラット吸入暴露における出生仔の中

枢神経系発達への影響を根拠に 870 μg/m3(0.20 

ppm)が設定されているが，米国 ATSDR (2007)の評

価では，ヒトの慢性影響(不安，健忘，集中力の低

下等)のLOAEL:14 ppmを根拠に，UF:300(個体差:10

と LOAEL の使用:10 に加えて，慢性の神経毒性影

響に関する知見の不足 UF:3 を追加)を適用し，

0.05 ppm(約 200μg/m3.に相当)が提案されている。 

 これらの改正案に基づくと，上記調査における

新指針値超過割合は，エチルベンゼンにおいて冬

季 0.8%, 夏季 0.7%であった。キシレンにおいては

冬季 0.5%, 夏季 0.3%であった。 

 そのほか指針値を超過した割合としては，ホル

ムアルデヒドが夏季に 0.7％，アセトアルデヒド

が夏季 4.1％，冬季 6.7％，パラジクロロベンゼン

が夏季 6.8％，冬季 2.3％，室内の燃焼器具に由来

すると思われる二酸化窒素が冬季 36.1％などで

あった。 

 室内環境におけるガス状有害物質は，ホルムア

ルデヒドやアセトアルデヒド等のカルボニル化合

物，ベンゼンやトルエン等の揮発性有機化合物

（VOC），二酸化窒素や二酸化硫黄等の酸性ガス，

アンモニアやトリメチルアミン等の塩基性ガスに

大別することができる。これまで、室内空気中の

カルボニル化合物や VOC濃度に関しては多くの報

告があるが，酸性ガス，塩基性ガス，オゾンに関

してはほとんど無い。しかし，これらの物質の中

には，刺激性物質，悪臭物質，喘息を引き起こす

物質など直接人体に影響を及ぼす物質ばかりでな

く，人体には直接害を及ぼさないが，化学反応に

より有害物質に変化する物質も室内環境には存在

する。例えば，リモネンとオゾンが反応してホル

ムアルデヒドを生成するという報告もある。また，

二酸化窒素が VOCと反応してニトロ化物を生成す

ることも懸念される。したがって、シックハウス

等の室内空気質調査では，幅広く化学物質を測定

することが望ましい。 

 最大濃度を示した化学物質としては，パラジク

ロロベンゼンがあった。パラジクロロベンゼンの

発生源は，防虫防臭剤であるが，未だに，わずか

ではあるがパラジクロロベンゼンを使用した防虫

防臭剤の使用住宅の存在がうかがわれ，使用して

いる住宅と全く使用していない住宅が存在したた

め，非常に幅広い濃度分布を示した。 



 

図１ 各化学物質の夏季（白丸）及び冬季（黒丸）における屋内濃度の累積度数分布 



 

図１ 各化学物質の夏季（白丸）及び冬季（黒丸）における屋内濃度の累積度数分布（続き） 



 

図１ 各化学物質の夏季（白丸）及び冬季（黒丸）における屋内濃度の累積度数分布（続き） 



 

Ｄ．結論 

 室内空気質は，指針値の設置等により改善傾向

にあるが新たな化学物質の課題や，従来あまり検

討されてこなかった各種酸性ガスが比較的高濃度

で存在することが確認されたこと，燃焼に伴う二

酸化窒素など生活の仕方により非常に高濃度にな

りうる可能性があることなどが示され，一般集団

においては一定比率で指針値を超える濃度の化学

物質に曝露される環境が存在することが確認され

た。 
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